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修士論文作成に至るまで研究指導の具体例（その２）
（外国著作権法）

論文の題目及び研究の意義と課題

論文題目 著作権の制限特にフェア･ユースの理論をめぐる比較法的研究

研　究　の
意義と課題

わが著作権法は米国著作権法のフェア ･ユース規定のような著作権制限の一般条項規定を有し
ない。欧州指令も著作権制限の一般条項を導入しない。他方で最近は、権利制限の一般条項を
欠くドイツ法理論にもデジタル環境下でのフェア ･ユースの基本的考え方の有効性を説く見解
がある。転じてわが国では、フェア ･ユースの基本的考え方とわが著作権制限規定あるいはベ
ルヌ条約の複製権制限に関する三段階テストとの理論的関係は、いまだ十分に解明されていな
い。したがって、フェア ･ユースの理論の比較法的な探究・整理には意義がある。フェア ･ユー
スとわが法との関係に関する現在の理論状況の整理とともに、フェア ･ユースをめぐる欧州法
およびドイツ法の理論状況の探究・整理を通じ、フェア ･ユース理論とわが著作権制限規定と
の解釈論的関係の手がかりを得ることを課題とする。

研　　究　　計　　画
教育計画

（主たる授業科目）
単位数

１年次
わが国の理論状況および米国フェア ･ユース理論の把握に要
する文献・判例調査を行い実際にその理論的把握を行うとと
もに、欧州法・ドイツ法研究に必要な文献調査を行う。

外 国 著 作 権 法
著 作 権 法
特 別 研 究 Ⅰ
特 別 研 究 Ⅱ
デジタルコンテンツ法
知的財産法特論Ⅰ
知的財産法特論Ⅱ
知的財産法特論Ⅲ

２
４
４
４
２
２
２
２

２年次

前半期は、入手した欧州法・ドイツ法文献の講読をすすめ、
各文献の資料的価値を選別するとともに、米国フェア・ユー
ス理論とわが国の議論状況の論述に着手し、修士論文の課題
設定の部分を完了させる。
後半期は、その論文の設定課題にそって欧州法・ドイツ法理
論の整理・論述をすすめ、修士論文全体の完成をめざす。

修士課程修了後の予想される就職先：国際的に活躍する弁理士等

授業科目Ⅲ
※�各授業科目の内容については、「WEB シラバス」（授業計画書）を参照して下さい。
資格の申請等にシラバスが必要な場合、当該年度のシラバスは閲覧、出力が可能ですが、年度を越える
と閲覧等できなくなるので、当該年度内に出力しておいて下さい。
※�各授業科目の開講状況及び担当教員は、年度により変更される場合があります。履修の際は、履修年度
の時間割を参照して下さい。

総合知的財産法学研究科 総合知的財産法学専攻 修士課程 授業科目

授　業　科　目 種別
授業
年次

単　位
担当者 備　考

必修 選択 自由

基

　

　

幹

　

　

科

　

　

目

主

要

科

目

特許法・実用新案法 講義 １･ ２ ４ 杉　浦　拓　真 法学と合同開講
意 匠 法 講義 １･ ２ ２ 田　辺　　　恵
商 標 法 講義 １･ ２ ２ 田　辺　　　恵
著 作 権 法 講義 １･ ２ ４ 三　浦　正　広
不 正 競 争 防 止 法 講義 １･ ２ ２ 田　辺　　　恵
外 国 著 作 権 法 講義 １･ ２ ２ 本　山　雅　弘

基

礎

科

目

憲 法 講義 １･ ２ ４ 高　乗　智　之 法学と合同開講
行 政 法 講義 １･ ２ ４ 関　　　葉　子 法学と合同開講
法 情 報 学 講義 １･ ２ ４ ［ 休　 講 ］
民法 Ⅰ（総則・物権） 講義 １･ ２ ４ 飯　塚　　　真
民 法 Ⅱ（ 債　　　 権 ） 講義 １･ ２ ４ 櫻　井　博　子
商 法 講義 １･ ２ ４ 武　田　典　浩 法学と合同開講
民 事 訴 訟 法 講義 １･ ２ ４ 福　永　清　貴 法学と合同開講
仲 裁 法 講義 １･ ２ ４ 中　村　達　也 法学と合同開講
企 業 犯 罪 法 講義 １･ ２ ４ 岡　部　雅　人
経 済 法 講義 １･ ２ ４ 渡　邉　昭　成 法学と合同開講
租 税 法 講義 １･ ２ ４ 斉　木　秀　憲 法学と合同開講
国 際 取 引 法 講義 １･ ２ ４ 堅　田　健　史 法学と合同開講
英 米 私 法 講義 １･ ２ ４ ［ 休　 講 ］ 法学と合同開講
工業所有権に関する条約 講義 １･ ２ ２ 本　山　雅　弘

演

習

科

目

特 別 研 究 Ⅰ 演習 1 ４

飯　塚　　　真
関　　　葉　子
杉　浦　拓　真
田　辺　　　恵
武　田　典　浩
中　村　達　也
三　浦　正　広
本　山　雅　弘
渡　邉　昭　成
岡　部　雅　人

特 別 研 究 Ⅱ 演習 ２ ４

飯　塚　　　真
関　　　葉　子
杉　浦　拓　真
田　辺　　　恵
武　田　典　浩
中　村　達　也
三　浦　正　広
本　山　雅　弘
渡　邉　昭　成
岡　部　雅　人
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国 士 舘 大 学 大 学 院 学 則

　目　　　　次　
第１章　総　　則� （第１条～第４条）

第２章　通　則� （第５条～第32条）
　第１節　学年・学期及び休業日� （第５条～第７条）
　第２節　入学、休学、復学、転学、転科、転専攻、退学及び除籍等� （第８条～第18条）
　第３節　入学検定料・入学金等及び学位論文審査料等� （第19条～第23条）
　第４節　教職員組織� （第24条～第30条）
　第５節　附属研究施設� （第31条・第32条）

第３章　研 究 科� （第33条～第70条）
　第１節　研究科の教育研究上の目的、修業年限及び授業科目の履修等� （第33条～第38条）
　第２節　学位、試験及び論文審査等� （第39条～第60条）
　第３節　科目等履修生、聴講生、研究生及び委託学生� （第61条～第64条）
　第４節　外国人留学生及び交換留学生� （第65条～第67条の２）
　第５節　賞罰� （第68条・第69条）
　第６節　奨学制度� （第70条）　　　　

第４章　雑　　則� （第71条）　　　　

附　則

授　業　科　目 種別
授業
年次

単　位
担当者 備　考

必修 選択 自由

特

別

科

目

経

営

科

目

知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 小　林　　　保 エクスターンシップ（春）
知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 河　合　利　恵 エクスターンシップ（春）
知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 小　西　　　恵 エクスターンシップ（春）
知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 田　辺　　　恵 エクスターンシップ（春）
知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 中　川　裕　幸 エクスターンシップ（春）
知 財 管 理 実 務 論 講義 ２ ２ 松　本　直　子 エクスターンシップ（春）
知 的 財 産 評 価 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］ 経営と合同開講
経 営 財 務 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］ 経営と合同開講
経 営 学 概 論 講義 １･ ２ ２ 池　元　有　一
経 営 情 報 論 講義 １･ ２ ２ 豊　田　寿　行 経営と合同開講
知 財 経 営 戦 略 論 Ⅰ 講義 １･ ２ ２ 坂　巻　仁　志
知 財 経 営 戦 略 論 Ⅱ 講義 １･ ２ ２ 坂　巻　仁　志
産 学 連 携 論 講義 １･ ２ ２ 河　合　利　恵
企業ブランド戦略論 講義 １･ ２ ２ 松　本　直　子 経営と合同開講
ベ ン チ ャ ー 企 業 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］

技

術

科

目

特 許 等 出 願 実 務 講義 １･ ２ ２ 菊　池　　　徹
工 学 概 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］
機 械 工 学 概 論 講義 １･ ２ ２ 松日楽　信　人
製 図 法 講義 １･ ２ ２ 佐　伯　　　潤
電気・電子工学概論 講義 １･ ２ ２ 今　井　隆　浩
情 報 学 概 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］
国 際 標 準 化 戦 略 論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］ 春集中・隔年開講

発

展

科

目

知財実務と職業倫理 講義 １･ ２ ２ 田　辺　　　恵
知的財産紛争処理法論 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］
アジア知的財産制度論 講義 １･ ２ ２ 魏　　　啓　学 夏期集中・隔年開講
知的財産法特論Ⅰ（著作権関連条約） 講義 １･ ２ ２ 上　原　伸　一
知的財産法特論Ⅰ（著作権法と実務） 講義 １･ ２ ２ 上　原　伸　一
国 際 標 準 化 と 法 講義 ２ ２ ［ 休　 講 ］
知 財 英 語 講義 １･ ２ ２ 堅　田　健　史
特許・実用新案法特論Ⅰ 講義 １･ ２ ２ 菊　池　　　徹
特許・実用新案法特論Ⅱ 講義 １･ ２ ２ 菊　池　　　徹
特許・実用新案法特論Ⅲ 講義 １･ ２ ２ 菊　池　　　徹
意匠法特論Ⅰ（総論） 講義 １･ ２ ２ 山　田　繁　和
意匠法特論Ⅰ（各論） 講義 １･ ２ ２ 山　田　繁　和
意 匠 法 特 論 Ⅱ 講義 １･ ２ ２ 中　川　裕　幸
商 標 法 特 論 Ⅰ 講義 １･ ２ ２ 本　宮　照　久
商 標 法 特 論 Ⅱ 講義 １･ ２ ２ 本　宮　照　久
工業所有権に関する条約特論Ⅰ 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］
工業所有権に関する条約特論Ⅱ 講義 １･ ２ ２ ［ 休　 講 ］
行 政 法 特 論 Ⅰ 講義 １･ ２ ２ 小　橋　　　昇 政治・法学と合同開講
行 政 法 特 論 Ⅱ 講義 １･ ２ ２ 小　橋　　　昇 政治・法学と合同開講
国 際 出 願 実 務 論 講義 １･ ２ ２ 杉　浦　拓　真


